
資料 4：地域防災計画修正の着眼点

【平成30年度】
災害履歴の更新
応援協定の締結
建設機械器具の支援（建設機械レンタル協会）
旅行者の受入れ（ホテル連絡協議会、ホテル旅館協同組合等）

帰宅困難者の一時滞在施設についての、地域防災計画での位置付けの明確化

【北海道胆振東部地震を踏まえた修正】

※令和元年度の防災会議は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて中止

地域防災計画本編 - 地震災害対策編

第１章 総則

第２章 災害予防計画

第３章 災害応急対策計画

第４章 災害復旧・復興計画

令和３年度 第1回 札幌市 地震被害想定検討委員会

１．これまでの地域防災計画 地震災害対策編の修正

２. 地域防災計画本編 地震災害対策編（現行計画）の構成

第１節：【計画の目的と柱】計画の目的、計画の位置付け、関連法規等との関係 等
第２節：【計画の体系と構成】計画の体系と概要、構成、札幌市の防災組織とその構成
第３節：【市、防災関係機関及び市民等の役割】市・関係機関の業務大綱・市民・企業の役割
第４節：【市域の災害環境】自然環境、社会条件、災害履歴等の基本情報
第５節：【地震被害の想定】想定手法の概要、震度等の分布、予測結果、災害シナリオ

第１：【地震被害想定の位置付け】 第２：【被害想定の流れ】
第３：【想定地震の設定】 第４：【地震動予測】
第５：【地震被害想定】 第６：【地震被害想定結果】

地震被害を最小限にするために、事前に行うべき予防対策

災害応急対策での基本方針・想定される事態及び課題

災害復旧・復興に向けた方針、市民生活・経済の復旧支援、都市復興計画の策定
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３. 被害想定の見直しを踏まえた地域防災計画修正の着眼点

被害想定の見直しに伴い、主に以下の３点について、地域防災計画の修正を行う。

第１章 総則
＜想定される地震や被害想定に関する記載事項＞

第5節は、「第3次地震被害想定」に関する結果について、その概要を整理。
今回の更新では、この概要を全面的に修正。（ 第4次地震被害想定へ）

＜災害シナリオ＞
これまでは、「被害の様相」や「発生事象等」に着目し、時系列的に整理。
今回の更新では、「被害の様相」だけでなく、災害後に想定される「札幌市の
取るべき行動」や「市民・地域の取るべき行動」についても併せて整理。

① 想定される地震被害や災害シナリオの更新① 想定される地震被害や災害シナリオの更新

第２章 災害予防計画 被害想定を踏まえた各種予防対策の追加
生活支障を中心とする新たな想定項目を踏まえた「予防対策の追加・見直し」を検討。
地震によるライフライン機能の低下を最小化するため、地震被害想定の見直しを踏まえた
施設の耐震化および復旧体制等の見直しを検討。
市民への防災知識普及を目的に、活用すべき媒体及び手法の検討を実施。

② 被害想定を踏まえた予防対策の追加（例）② 被害想定を踏まえた予防対策の追加（例）

第３章 災害応急対策計画 想定される事態と課題の更新
これまで、災害応急対策計画（各節）では、想定される事態と課題の整理を実施。
今回の更新では、地震被害想定の見直しを踏まえた数量等の更新に合わせて、
「想定される被害状況」や「地域特性を踏まえた課題等」に関する記述を追加。

③ 想定される事態と課題の更新（例）③ 想定される事態と課題の更新（例）

令和3年7月9日 札幌市危機管理対策室

図3.1 札幌市の対応行動・市民・地域の取るべき行動の時系列的整理イメージ（案）

【令和2年度】
防災会議の構成機関の追加
ソフトバンク㈱、札幌建設業協会、設計同友会、災害防止協力会連絡協議会、社会福祉協議会

関連計画変更等に伴う修正
胆振東部地震を踏まえた強靱化計画の修正に基づく取組の追加
都心の防災性向上に関する取組の推進について追加

災害対応体制整備に伴う修正
り災証明発行体制、外国人への支援対策等

応援協定の締結
応急生活物資の供給（合同容器㈱）
次世代自動車からの電力供給（トヨタ自動車㈱他）
応急対策における解体撤去（解体工事業協会）
災害時の廃棄物の収集運搬に関する協定（家庭ごみ収集業者等）
消費生活の安定及び応急生活物資の供給（㈱ローソン、㈱ラルズ）

建設機械器具の支援に関する
協定締結式（H30年度）

札幌市強靭化計画
（R元年改定）

次世代自動車からの電力供給の
協力に関する協定（R2年度）


